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鴻池運輸株式会社
営業統轄本部 システム営業推進部 部長
寺田 猛史

物流分析力強化により
顧客に選ばれる物流企業へ

～先進ITで物流分析力拡充、荷主
へのサービス・提案力強化～
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はじめに･･･

1

弊社は創業１３３年目の今年、次世代への

飛躍を目指して東証一部に上場致しました。

本日は次世代を見据えた取組みの一つである、

情報活用のコンセプト、実態について紹介させて

いただこうと存じます。

しばし、お付き合いのほどを…

鴻池運輸株式会社

寺田 猛史
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会社紹介
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本 社 大阪市中央区備後町２丁目６番８号

東京支社 東京都中央区銀座６丁目１１番５号

会社設立 １９４５（昭和２０）年５月 ＜創業１８８０（明治１３）年＞

資 本 金 １６億８，８５２万４００円

売 上 高 単体 １，６７９億円 連結 ２，２７７億円 （２０１３年３月期決算短信）

事業所数 国内 １３支店 １３９営業所

海外 ロサンゼルス・タコマ・シンガポール・香港・北京・大連・青島・深圳・上海・

ホーチミン・ハノイ・ジャカルタ・マニラ・チェンナイ・ニューデリー・ダッカ

バンコク・ヤンゴン

従 業 員 単体 約１３,５００名 連結 約２０,５００名

営業種目 ●港湾運送業 ●海上運送業 ●内航海運業 ●通関業 ●通運業

●貨物自動車運送業 ●倉庫業 ●工場構内運搬業 ●重量運搬業

●建設業 ●機械解体・据付及び梱包業 ●石油製品販売業

●産業廃棄物処理業 ●損害保険代理業 ●鋼板（鉄製品）の加工及び販売業

●一般機械器具・電気機械器具・輸送用機械器具・工具 並びに食料品の販売・貿易業

●ガス機器の設計・製造・販売・整備点検業並びにガス器具設置工事業

●自動車車体の製造・販売及び自動車分解整備業 ●特定旅客運送業

●物流情報システムサービスの企画・開発・販売

●不動産の売買・賃貸借及びその付帯業務 ●その他付帯業務

※ 主な売上げ営業種目

会社概要

2013年 創業１３３年
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1. アウトソーシング1. アウトソーシング

2. ストレージ & トランスポート2. ストレージ & トランスポート

3. 国際複合一貫ロジスティクス3. 国際複合一貫ロジスティクス

4. エンジニアリング4. エンジニアリング

•輸送サービス
•倉庫・保管サービス
•低温物流サービス
•物流情報システムサービス
•メディカル・ロジスティクス
•物流コンサルティング/3PL

•工場内業務請負
•物流センター業務請負
•メンテナンスサービス（設備保全）
•ヒューマン・リソース（人材派遣）

創業以来の基幹業務として、食品･鉄鋼･ガス・化学など幅広い業種で実績を築いてきた
分野で、お客様の工場あるいは物流センターにおいて業務工程を請け負うサービスです。

全国各地に約２００ヶ所の拠点を整備、北海道から九州まで広がるネットワークにより、
全国規模での小口配送にも対応可能な体制を整備しています。
また、物流業者としての必須システム（在庫管理・運行管理など）を開発･設計、社内各
拠点に展開。基本的なシステムはもちろん、お客様のニーズに合わせて必要な機能も提
供いたします。

東京、大阪、横浜、神戸など主要港に拠点を配置し、海運貨物に関わる全ての業務を一
貫して引き受けます。一方、海外においては、北米、アジアに現地法人・合弁企業・駐
在員事務所を設置し、ネットワークを通じた国際複合一貫輸送を実現しています。

各種プラントの設計、製作、施工から機械設備の保全、メンテナンス業務をはじめ、設備
の移設工事においては、機械の解体、撤去から搬出、輸送、搬入、据付までを一貫して実
施します。

弊社が提供するソリューション

これまで培ってきたアウトソーシングのノウハウやＳＣＭテクノロジー、また地球規模で

展開している輸配送ネットワーク、さらには、いちはやく取り組んできたＩＴ技術によって、
これからの物流のあり方を提案し続けます。

•国際複合一貫輸送サービス
•定期混載サービス
•国際近海航路サービス
•航空貨物輸送サービス
•国際プラント輸送サービス

•機工業務
•コウノイケ・エンジニアリング
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事業概観

売上げ 2500億 → 3000億 目指し、＜新規開拓＋既存深耕＞ !!
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鳥栖●

越谷●

浦和●

●大黒

●船橋

神奈川●

厚木流通●

国立●

青梅●

宮城物流●

仙台●

●新潟

●小山
●利根
川

静岡●浜松●

藤前●

●滋賀

●山口

●杉戸

●広島

物流厚木●

安治川●

南港物流●

南港外貿●

●大井

●札幌

●千歳西
●千歳物流

●大阪

関西支店関西支店

国際物流関西支店国際物流関西支店

東海支店東海支店

定温流通西部支店定温流通西部支店

西日本支店西日本支店

大阪港支店大阪港支店

関東中央支店関東中央支店

鹿島支店鹿島支店

関東支店関東支店

国際物流関東支店国際物流関東支店

東日本支店東日本支店

和歌山支店和歌山支店

●高松

定温流通東部支店定温流通東部支店

ストレージ＆トランスポート ～ 輸配送・保管国内ネットワーク

 下記の他、合計１３支店１３９営業所を有機的に結合させ、国内全域を網羅したネットワークを構築しています。

物流拠点： 62センター
総床面積：約121,200坪 常 温 庫： 約89,300坪
冷 蔵 庫： 約14,800坪 冷 凍 庫： 約11,600坪
定 温 庫： 約5,400坪 車両台数： 約3,000輌

物流拠点： 62センター
総床面積：約121,200坪 常 温 庫： 約89,300坪
冷 蔵 庫： 約14,800坪 冷 凍 庫： 約11,600坪
定 温 庫： 約5,400坪 車両台数： 約3,000輌

国内業務部門

海外業務部門

主な物流拠点

7
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●海外事務所
▲現地法人
■合併会社

タ コ マ
所 在 地：ワシントン州タコマ市
敷地面積：29,250㎡
倉庫面積：冷凍庫 5,600㎡

普通倉庫 8,650㎡

タ コ マ
所 在 地：ワシントン州タコマ市
敷地面積：29,250㎡
倉庫面積：冷凍庫 5,600㎡

普通倉庫 8,650㎡

ロ サ ン ゼ ル ス
所 在 地：カリフォルニア州

ロサンゼルス市
敷地面積：69,667㎡
倉庫面積：冷凍庫 8,612㎡

冷蔵庫 2,708㎡
ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｯｸﾞ 9,285㎡

ロ サ ン ゼ ル ス
所 在 地：カリフォルニア州

ロサンゼルス市
敷地面積：69,667㎡
倉庫面積：冷凍庫 8,612㎡

冷蔵庫 2,708㎡
ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｯｸﾞ 9,285㎡

青 島
所 在 地：中国青島市
敷地面積：20,000㎡
倉庫面積： 冷
凍庫 1,221㎡

冷蔵庫 1,625㎡
急速冷凍庫 144㎡
流通加工場 1,411㎡

青 島
所 在 地：中国青島市
敷地面積：20,000㎡
倉庫面積： 冷
凍庫 1,221㎡

冷蔵庫 1,625㎡
急速冷凍庫 144㎡
流通加工場 1,411㎡

ホ ー チ ミ ン
所 在 地：ベトナムホーチミン市
敷地面積：3,000㎡
倉庫面積：冷凍庫 1,020㎡

冷蔵庫 175㎡
急速冷凍庫 35㎡
流通加工場 440㎡

ホ ー チ ミ ン
所 在 地：ベトナムホーチミン市
敷地面積：3,000㎡
倉庫面積：冷凍庫 1,020㎡

冷蔵庫 175㎡
急速冷凍庫 35㎡
流通加工場 440㎡

北京

上海

香港

▲

マニラ

ハノイ

シンガポール

ジャカルタ

大連

深圳

国際ロジスティクスサービス ～ 国際ネットワーク

大阪港・京浜港など国内主要港において輸出入貨物に関するあらゆる業務を行う一方、複合運
送証券を独自に発行し、信用ある外洋船社との連携によって国際複合一貫輸送サービスを推進
しています。ＮＶＯＣＣとしてお客様にトータルな物流機能を提供すると共に、航空貨物取扱
いにおいても同様に事業展開しております。

また同時に、海外物流拠点の拡充をすすめ、より質の高い複合輸送の展開をご提案しています。

国際複合一貫輸送
流通加工

バイヤーズコンソリゼーション
輸出入通関

国際複合一貫輸送
流通加工

バイヤーズコンソリゼーション
輸出入通関
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物流システム・ソリューション

ＫＡＬＯＳ

Konoike Advanced Logistics Organized Solution
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鴻池運輸㈱ 物流プラットフォーム全体図 システム関連図

10

最新ＥＤＩ基盤＋豊富なセンター運営実績 ⇒ 多機能、ネットワーク型物流システムです。

柔軟な対応をモットーとし、ワールドワイドでのお客様の物流を幅広くサポート致します !!

ＫＡＬＯＳ

統合型物流プラットフォーム

デジタコ

ＥＤＩ

ＥＤＩ

海貨

■到着予定日

■出港日

■通関

税関
■NACCS

ＧＰＳ情報荷主

集荷先

工場・仕入先

保税倉庫

出港地

入港地

集荷・在庫拠点 在庫・配送拠点

■在庫照会

■貨物追跡

出荷指示→ ■発注

保税

インターネット

情報公開

外貨基盤 社内ネットワーク
システム

←在庫・入出庫

貨物追跡 ＷＥＢ在庫照会

内貨基盤汎用在庫
入出荷

在庫管理

Internet

■入荷予定

ﾄﾞﾗｲﾌﾞ
ﾚｺｰﾀﾞｰ

ＥＯＳ

受注代行
運賃計算

強化構築中
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システム基盤設計コンセプト(1) ＳＯＡ化→多様性ある内部構造

＜ＫＷＭＳのコンセプトとソリューションの方向性　：　プラットフォーム＋カストマイズ＞

顧
客
層

業
界
層

統
合
基
盤

プラットフォーム
（全業界 標準・共通機能）

食

品

ア
パ

レ

ル

一

般

その他

医
療

① ② … ① ② … ① ② … ① ② … 標

準

化

↓
↓

開

発

費

低

減

国内３８拠点約１２０得意先、海外３拠点約２０得意先の利用実績
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システム基盤設計コンセプト(2) 事業の構図
対象事業マッピングとビジネスプラン

ＥＲＰ

コンサルティン

物流業務
スペシャリティ

パッケージ
セリング

プラットフォー

ム

ロジスティクス特化型
ＩＴベンダー

ＷＭＳ

３ＰＬ物流会社
ＷＭＳ

中堅ＩＴベンダー
特定業種向け

ＷＭＳ

マテハンメーカー
ＷＭＳ

ＳＡＰ等
ＥＲＰパッケージ

鴻池運輸
ＫＷＭＳ

大手ＩＴベンダー
販売物流パッケージ

☆ 顧客の方向性 ⇒ 自社物流システムか、物流ＯＳか？

☆ 物流ＯＳへの誘因 ⇒ ① バリューチェーン提案
② 早いサービスイン
③ コストパフォーマンス

☆ 特定業種向け故のプロセスフロー分析ノウハウ

☆ 各種マテハン連携ノウハウ

⇒ 「プラットフォーム＋カストマイズ」への示唆

View 
Points

View 
Points
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SOL(1)：ＷＭＳ（倉庫管理機能）全体像 外貨（保税）＋内貨統合型

13

納品先

受注代行

（ＥＯＳ）

入 庫 処 理
入 庫 処 理

ロット 状態（品質）

入 荷 処 理 入荷データ作成
入 荷 処 理 入荷データ作成

入 荷 検 品
入 荷 検 品

リスト(通常) ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

保 管
保 管

棚 卸
棚 卸

出 荷 処 理 出荷データ作成
出 荷 処 理 出荷データ作成

出 庫 処 理
出 庫 処 理

ロケーション

入
荷

保
管
／
棚
卸

出
荷
／
仕
分

全
般

入荷（予定）情報

（ＥＤＩまたはＦＡＸ）

出荷（予定）情報

（ＥＤＩまたはＦＡＸ）

入荷実績情報

（ＥＤＩまたはＦＡＸ）
入庫伝票

（兼明細書）

在庫報告書

受払報告書

出庫伝票

インターネット

在庫検索

得意先

指定伝票

在庫情報

（ＥＤＩ）
棚卸実績情報

（ＥＤＩ）

出荷実績情報

（ＥＤＩまたはＦＡＸ）

先入先出 出荷停止鮮度管理

配送伝票

配 車 計 画
配 車 計 画

集荷指示

未配車情報

配送指示

中継指示

受払報告書

保管料明細書

受払報告書荷役料明細書

輸配送運賃

明細書

オプション機能※

受 領 書 回 収
受 領 書 回 収

ピ ッ キ ン グ
ピ ッ キ ン グ

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ車載端末

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

料 金 計 算
料 金 計 算

保管料入出庫料

出 荷 検 品
出 荷 検 品

リスト(通常) ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

運 賃 計 算
運 賃 計 算

輸
配
送
管
理

データ受信 基本機能 データ送信 帳票発行

インターネット・プロトコルも含め、
世界中で通用している「全通信手順」
の対応が可能なＥＤＩ基盤を構築済!!

自社開発 ＝ KALOS WMS
海外／国内共通

リスト(通常)

個別対応

個別対応

１９９０年～の
ＷＭＳ構築ノウハウ

システムは都内
某データセンターに設置
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☆ 鴻池運輸は、海外運用が可能なＷＭＳを自社開発、展開しています !!

Konoike 国際IP-VPNネットワーク

KALOSシステムサポートセンター

トラブル対応＋ヘルプデスク機能

★システム稼働後の改善作業

★改善提案等の実施

★稼働状況の監視

システムの安定稼働をサポート!!

香港

アジア屈指の経済地域である香港を

筆頭とする東南アジアを始めとして、
欧州や米国とワールドワイドにシス
テム展開が可能です ! !

SOL(2)： 海外展開 ＆ 運用全体像

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ

検討中

14

常熟
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◆データセンター セキュリティ＆サービスレベル
データセンター：東京都２３区内

【特長】
①電源系統の多重化および確実なバックアップによる高信頼度の電源確保。

②震度７クラスの地震にも耐えうる高度な耐震性を確保
世界規模のリスクマネジメント会社「ABSコンサルティングEQE日本部門」による
地震リスク分析においてPML値が5段階のレベルで最高ランク。

（PML=Probable Maximum Loss 地震に対する建物のリスクレベルを定量的に評価したもの ）

③洪水・高波の影響を受けない立地環境
大きな津波を発生させるプレート型地震である
東海・東南海地震が発生しても、東京湾岸は
狭い間口が長く続く奥行きのある袋型で、外洋
からの津波の影響を受けにくい。
また、高潮対策である防潮堤や水門等の整備
がされていることから、津波の大きな影響を受
けないと考えられている。

④セキュリティ
・警備員や監視カメラによる24時間365日全館の監視
・センター内ゲートの入退室にはカードリーダーや個人識別装置を設置

SOL(3)： Business Continuity Plan ①

15
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◆バックアップセンターの構築について
物流企業として、現状の収益構造から事業継続対策としてどこまで「システムに保険を掛けられるか？」
という問題への対処

⇒ 許容期間内に操業を復旧させる、ことを主眼とし、前述の通り、センター内２重化を充実させる。
許容限界以上のレベルで事業継続を図る、ことを検討課題とし、第２センター構築を検討する。

【実施策】 システムバックアップデータを＜日次ベース＋自社ネットワーク経由＞で、リモート保管済。
【検討課題】 バックアップセンター構築は、費用対効果の観点から検討中。

16

SOL(3)： Business Continuity Plan ②
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情報活用の展望
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物流マーケットにおける当社のＳＷＯＴ分析から…

Strength Weakness
他社差別化ポイント

–地域完結型ロジスティクス

–顧客のニーズに合わせて、柔軟に物流デザインを構築
できる。

→自社アセットと外部アセットの融合

→パッケージング化されていないことの強み

–『人の管理』

社内教育の徹底：現場担当者の対応

場内作業のノウハウに培われた、要員の手配と管理

外部アセットを活用する場合にコスト高になり、価格競
争力が低下する ⇒ 社内で俗に言う「鴻池価格」の問題

コーディネートを重視するあまり、顧客の期待レベルを
大きく上回る提案が出来ていない

プレゼンテーション力不足（他社と比較して）

全国レベルのアセット、輸配送ネットワークを活用仕切
れていない（従来型の地域密着型のロジスティクスからの
ステップアップ遅れ）

Opportunity Threats
 仕事の引き合いは多い。提案要望は、既存の物流におけ

るコスト削減提案、物流品質の向上が多い。

 荷主企業のM&Aによる物流刷新

 荷主のニーズが単純物流オペレーションから3PL領域へ
移行している
→ 現場実行型「物流」から、付加価値型「ロジスティ

クス」へ ～ ＳＣＭ構築機能としての３ＰＬ
→リアルな情報提供を物流業者に要望するケースも多い

 コスト削減提案をかなり重視している

 取扱対象アイテムが変化してきている
荷主のビジネスの変革／ターゲット企業の変革

 グローバル化の進展

競合他社

– Ｎ社 全国（世界）網羅のアセットに対抗するには？

– Ｈ社／Ｙ社／Ｓ社

ＩＴ戦略が鮮明、独自ビジネスモデルでの囲い込み

– ノンアセット型３ＰＬ企業

提案力／情報力／コネクションが最大限の武器
商物一体のアプローチ

顧客情報分析を糧に戦略提案を !!

コンサル力の欠如

徹底した顧客情報活用による営業活動
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顧客バリューチェーン分析と営業戦力化のイメージ

TOP

middle

Followers

業務支援

情報活用基盤

顧客

営業

ｶｽﾀﾏｰ

ｻﾎﾟｰﾄ

企画

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ

ﾃﾞｻﾞｲﾝ

開発

標準化

市場調査

↓

市場ｾｸﾞﾒﾝﾄ化

↓

顧客ﾀｰｹﾞｯﾃｨﾝｸﾞ

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ

生産管理
受注

出荷

Ｋ:Key

Ｐ:Performance

Ｏ:Objective

Ｋ:Key

Ｐ:Performance

Ｉ:Index

生産

ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞﾁｪｰﾝ

ｻｰﾋﾞｽﾁｪｰﾝｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾁｪｰﾝ

☆ どんなデータが必要か？
☆ どこまで分析できるか？

☆ 営業戦略化できるか？
ノウハウ欠如・大きな課題

物流実績から

顧客のＳＣＭを読む !!

マーケティング＋ＣＲＭで

組織営業化 !!
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現状評価 ～ 課題対処の方向性

顧客バリューチェーン分析 ＋ 物流実績分析 ＋ プレゼンテーション能力

高邁な理想より使いやすく現実的な基盤を !! ＋ 徐々に高位の分析へ !!

＜ 越えなければならない壁は？ ＞

☆ 経験則中心の発想 ～ 情報活用への不慣れ

☆ 全物流過程での情報集積が困難（納品TS等）

☆ 総論の正解＜＜各論の実践

＜ 弱みへの対処 ＞

☆ 顧客の期待レベルを上回る !!

☆ 持ち得るアセットの活用ｍａｘ !!

☆ データ分析力ｕｐ !! ☆ 持ち得る力のアピール強化 !!

一定レベルのテンプレートを基にした柔軟性のある分析基盤

ＳＣＭ理論構築に繋がる在庫シミュレーション基盤

強化

ﾎﾟｲﾝﾄ

強化

ﾎﾟｲﾝﾄ
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情報活用の課題(1)：可視化要素とシステム構築のポイント

課題に対する
仮説の設定

Push型の情報提供

気づきを与える
可視化の方法

（時系列/比率/頻度）

要件の整理

分析シナリオの設定
（経験知/暗黙知）

BIツールの
選定ポイント

指標がたくさんあり過ぎて
何を見ればいいか、悩む

検索しなくても
いつも見るべき情報は
提供してほしい

在庫の可視化はできている
でも、
対策が見つからない

ユーザー要件が
決まらない/決められない

常に最新の実績が
把握できている
でも、強化策が見つからない

操作が難しくて使えない
ライセンスが高い

21

定型検索：標準機能定型検索：標準機能
自由検索基盤自由検索基盤
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情報活用の課題(2)：ＣＲＭ ＋ ＳＣＭ／ＶＣ の層別化

営業情報集積を通じての顧客階層毎のフォローアップ ⇒ ＣＲＭ基盤

ＣＲＭの視点：個々の営業活動の集積・可視化 ⇒ フォローアップ

物流ｺｽﾄ予実管理

物流ｺｽﾄの適正化

物流ｺｽﾄ予実管理

物流ｺｽﾄの適正化

品質管理

WMS機能高度化

外販ﾋﾞｼﾞﾈｽ

品質管理

WMS機能高度化

外販ﾋﾞｼﾞﾈｽ

物量予実管理

拠点在庫の適正化

物量予実管理

拠点在庫の適正化

物量物量

経営者経営者

事業管理者事業管理者

物流企画物流企画

現場管理者現場管理者

業績業績取引先/商品取引先/商品コストコスト

迅速・的確な収支
把握

顧客満足と適切な
収益確保の両立

コスト構造の把握
による収支改善

実態の把握による
業務効率改善

経営判断
戦略立案

収益拡大
営業施策立案

企画立案
ｻｰﾋﾞｽ提供

拠点業務
作業管理

業務実態把握業務実態把握 業務生産性評価業務生産性評価 得意先/商品選別

戦略立案

得意先/商品選別

戦略立案

業績評価

事業計画立案

業績評価

事業計画立案

取引先動向把握取引先動向把握

作業要員ｺﾝﾄﾛｰﾙ作業要員ｺﾝﾄﾛｰﾙ 業務ﾌﾟﾛｾｽ改善

労務管理

業務ﾌﾟﾛｾｽ改善

労務管理

適性価格の設定適性価格の設定 営業戦略立案営業戦略立案

物流改善・提案物流改善・提案

立場
ミッション

立場
ミッション

視点・目的視点・目的

22

標準基盤として

構築、実動化

現場特性で個別

構築、積み上げ

共有・可視化

ニーズの高い

指標は、順次

取込みレベルup

タイムリーな
意思決定

Follow Up & Timely Action !!
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情報活用の課題(3)：情報の可視化と位置付け

正しい状況把握正しい状況把握
企業を取り巻く

環境
物流活動における

課題

過去傾向による学習
顧客の物流特性の見出し

（過去データ）

現在ポジションの把握
（現在データ）

蓄積型の可視化
⇒ KPI／KPO

蓄積型の可視化蓄積型の可視化
⇒⇒ KPIKPI／／KPOKPO

リアルタイム型の可視化 ⇒ 作業進捗管理リアルタイム型の可視化リアルタイム型の可視化 ⇒⇒ 作業進捗管理作業進捗管理

情報の可視化情報の可視化

将来計画の変更による
影響度

（将来データ/計画データ）

23

作業進捗表示実装済作業進捗表示実装済
庫内生産性の向上庫内生産性の向上

標準ロジ分析基盤実装＋標準ロジ分析基盤実装＋
生産性評価指標としての生産性評価指標としての
ＫＰＩマイニング環境はＫＰＩマイニング環境は
個別に設定、ローリング個別に設定、ローリング

在庫シミュレーション在庫シミュレーション
による在庫の可視化による在庫の可視化

＋＋
顧客のＳＣＭへの気付き顧客のＳＣＭへの気付き
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構築基盤
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物流分析基盤：日本ユニシス㈱ ロジ分析基盤 （by MartSolution）

出荷分析出荷分析在庫（ストック）分析在庫（ストック）分析

物流（フロー）分析物流（フロー）分析

物流分析/在庫分析/出荷分析の３類型を基本とし、そこから分析要件に従い
ブレークダウンされた検索画面から構成され、各画面はドリルダウン/ジャンプによる
関連付けがあり、より詳細な分析が可能となっている。

物流分析/在庫分析/出荷分析の３類型を基本とし、そこから分析要件に従い
ブレークダウンされた検索画面から構成され、各画面はドリルダウン/ジャンプによる
関連付けがあり、より詳細な分析が可能となっている。

拠点別長期滞留在庫
一覧

拠点別長期滞留在庫
一覧

在庫実績一覧在庫実績一覧

在庫実績推移在庫実績推移

エリア別在庫実績（地図）エリア別在庫実績（地図）

商品別
出荷量ABC分析

商品別
出荷量ABC分析

中分類別
出荷量ABC分析

中分類別
出荷量ABC分析

大分類別
出荷量ABC分析

大分類別
出荷量ABC分析

大分類別
出荷量ランキング

大分類別
出荷量ランキング

中分類別
出荷量ランキング

中分類別
出荷量ランキング

商品出荷量ランキング商品出荷量ランキング大分類別
出荷量・金額比率

大分類別
出荷量・金額比率

中分類別
出荷量・金額比率

中分類別
出荷量・金額比率

出荷実績推移出荷実績推移

出荷実績比率（エリア）出荷実績比率（エリア）

出荷実績比率
（都道府県）

出荷実績比率
（都道府県）

出荷実績比率
（得意先）

出荷実績比率
（得意先）

エリア別流動数分析エリア別流動数分析 前日実績構成比前日実績構成比

発着物量一覧
（大分類別）

発着物量一覧
（大分類別）

発着物量一覧
（エリア別）

発着物量一覧
（エリア別）

発着物量一覧
（中分類別）

発着物量一覧
（中分類別）

物量推移物量推移 エリア別当月物量（地図）エリア別当月物量（地図）

エリア別物量エリア別物量

エリア別物量コスト構成
比率

エリア別物量コスト構成
比率

ドリルダウン

庫内生産性分析庫内生産性分析 クロスABC分析
大分類・中分類・商品別

クロスABC分析
大分類・中分類・商品別

25
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Ex）１．拠点別長期滞留在庫一覧

アイテム別の在庫日数を把握する。庫内に長期滞留している在庫の情報を確認する。

滞留している在庫が発生して
いることで廃棄ロスやコスト
増に繋がる。

26
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Ex）２．在庫実績推移

在庫実績の推移を週単位・日単位で確認する。

在庫実績の推移を確認し、季節
変動や曜日変動があるのか確認
する。いつ頃から在庫が基準値
を超えてきているのか？

顧客のＳＣＭを知る道筋となる。

27
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Ex）３．商品別出荷量ＡＢＣ分析

商品をＡＢＣランク付けし、

顧客へ向けてＡランク品の欠

品ロス回避やＣランク品の過

剰在庫状況を発信する。

Ｂランク品については、Ａか
ら下降したのか、Ｃから上昇
したのかを分析し、Ａランク
に上げるための考察を加える。

出荷量のＡＢＣランクと在庫量を確認する。

28
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Ex）４．出荷実績比率（納入先別）

顧客の売上先別の割合
を確認する。

物流の観点からは配車
効率化等へ活用する。

どの出荷先（納品先）にどのくらいの出荷があったのか比率で確認する。

29
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在庫計画・評価基盤：日本ユニシス㈱ ＰＳＩシミュレーション

物流倉庫を基点としたモノの流れ（P：Production生産、S：Sales販売、
I：Inventory在庫）を荷主の立場で捉える発想で開発された基盤である。

出荷実績情報をもとに倉庫別ＳＫＵ別の需要量を予測し、現在庫量を加味
した適正在庫計画（補充計画）を作成する。

シミュレーション基盤の常として、実績データ数とパターンのバランスに
よって精度が左右される。

在庫管理

入荷実績 販売生産 出荷実績

補充在庫計画 需要予測

ﾒｰｶｰ工場
物流ｾﾝﾀｰ

顧客

生産
計画

在庫
計画

販売
計画

在庫の適正化
30
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ＰＳＩ： 在庫計画シミュレーションパラメータ

各種ビジネスユース向けのパラメータ設定が用意されているが、安全在庫＝適正在
庫とする等、荷主視点に特化している仕様が物流事業者観点からの改善点である。

No. パラメータ 設定値の範囲 機能

1 発注方式 定期/定点
定期発注方式：定期的に発注をおこない、発注数量で在庫を調整する発注方式
定点発注方式：納品完了時の在庫量を一定にし、発注する期間にて在庫を調整する方式。

在庫が減ってきたら発注する在庫方式。

2 計画間隔 日／週 補充計画間隔を日次と週次で選択できる。

3 計画期間 正の整数値 補充計画をどのくらい先までおこなうかを指定。単位は計画間隔単位。

4 リードタイム 正の整数値 発注してから納品されるまでの期間。単位は計画間隔単位。

5 安全在庫計算 手動／自動
手動：安全在庫量を手動で入力する。
自動：過去の需要誤差変動を利用して安全在庫量を自動的に計算する。

6 安全在庫量 正の整数値
指定された安全在庫量を下回らないような補充計画計算がおこなわれる。
※No.5の安全在庫計算が手動の場合のみ入力可能。

7 サービス率 80-100
安全在庫量の計算に利用するパラメータ。数値が大きいほど欠品させる可能性が低くなるが、在庫量は増
える。※No.5の安全在庫計算が自動の場合のみ入力可能。

8 安全期間 正の整数値 指定した安全期間分の需要量を安全在庫に加算して補充計画をおこなう。単位は計画期間単位。

9 発注凍結期間 補充計画期間
指定した期間の推奨発注数の自動計算をおこなわない。サプライヤとの数量調整をおこなうために利用。
そのため、発注凍結期間内の推奨発注数は手動で修正が可能。単位は計画期間単位。

10 適正在庫量 正の整数値
発注方式が「定点発注方式」の場合利用するパラメータ。納品完了時の在庫数量が適正在庫量になるよう
な計画をおこなう。

11 現在庫ポジション - 期首在庫（設定不可）

12 期限超過数 -
納品予定日が過ぎているが納品が完了していない数量。在庫数量として補充計画計算をおこなう。設定不
可

13 発注可能曜日 日月火水木金土 発注が可能な曜日を選択できる。複数選択可能。Ex)月水金のみ発注をおこなうなどの指定が可能。

14 納品可能曜日 日月火水木金土
納品可能な曜日を指定できる。Ex)土曜日が発注日、リードタイム2日であるが、月曜日が定休日の場合、
月曜日ではなく火曜日に納品される計画を立てることができる。

15 発注ロットサイズ 正の整数値 発注が可能なロットサイズ。発注数は、発注ロットサイズの数に丸めた（切り上げた）値に計算される。

16 発注最小単位 正の整数値 発注可能な最小単位数。発注最小単位以上の数に切り上げて計算される。

17 日中廃棄 有/無
有に設定した場合、在庫の翌日(翌週)繰越はおこなわない。すなわち需要をリードタイムずらしたような
計画をおこなうこととなる。 31
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ＰＳＩ： 補充計画・安全在庫数量の算出ロジック

自動計算 ：

期数指定 ：

手動設定 ：

予測精度に応じた安全在庫数量を自動計算して管理することが可能

未来需要の数期分を確保した管理が可能（需要に応じて確保することが可能）

安全在庫量を固定数量で管理することが可能

商品の特徴に合わせて、安全在庫数量の算出ロジックを選択することが可能。

32
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Ex）賞味・消費期限を考慮した補充計画

商品の先入先出を前提に、賞味期限を考慮した補充計画を算出することが可能。

未来の廃棄数、廃棄タイミング、廃棄による在庫数の低下を確認することが可能。

日付時点の賞味期限の区分
に応じた在庫数を色分けし
て表示

計画廃棄数を確認可能

廃棄による在庫減も見越した

補充計画を計算

各項目に対してコメントを

残すことが可能

33
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進行中の取組み

34

＜ロジ分析基盤のカストマイズ＞

① 複数拠点・複数得意先をカバーする参照性の向上

② 荷姿取扱い機能の向上 従来のバラ・ケース ⇒ パレット・ボール等への対応

③ 検索自由性の向上 メニュー体系制御機能を外す

＜ＰＳＩ基盤のカストマイズ＞

① 安全在庫オンリー ⇒ 適性在庫運用可能な機能追加

② 在庫計画世代管理機能の追加 ⇒ ユーザー権限設定とのリンク

２０１３／７～ 某顧客専業の配送センターでの運用開始

機能改善のローリングで、製品機能向上へ向けての情報をフィードバックする

と共に、顧客物流エリアカバー率の高い拠点から順次展開、ノウハウ蓄積
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ＣＬＯＳＩＮＧ
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作業進捗表示 ～ 倉庫内ピッキング進捗状況表示

36
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インターネット在庫情報公開 ～ 入出荷・在庫実績

このスライドは配布不可とさせていただきます。ご了承下さい。
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ＫＡＬＯＳ情報系基盤全体像

ＫＡＬＯＳコンポーネント 　　顧客　利用ルート

外部連携システム

ＩＺ
（インターネット情報公開）

ＫＡＬＯＳ
ＧＦ基盤

顧客
生産管理システム

　　　鴻池　利用ルート

データ抽出
レイヤー

ＧＬＯＢＡＬ
統合営業情報ＤＢ

納品確認
レイヤー

納品確認
貨物トレース

顧客販売物流ｼｽﾃﾑ

ロジ分析
ＫＰＩ(↓)／(↑)ＫＰＯ

ＫＡＬＯＳ
ＫＷＭＳ

ＰＳＩ
（在庫シミュレーション）

作業進捗表示

ＩＷＨ

internet

KALOS
N/W

顧客

鴻池

■

■

■

■
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おわりに…

39

ご清聴、ありがとうございました。

本日お話したのは「これから実践するＢｅｆｏｒｅステータス」であり、有意義な
果実を得られるかどうかは、今後の実践にかかっています。

この点で「具体的且つ実践的な示唆に富むものでは無い」とのご批判はその通りで
あり、試行錯誤を経て高い壁の向こうの大きな果実を得るべく最大限の努力を行っ
て「輝けるＡｆｔｅｒステータス」を勝ち得たい、と考えております。

今般、このような機会をご提供いただいた日本ユニシス㈱様、ＢＩＴＳ関係者様
には謹んでお礼を申し上げます。

６／２５付けの組織変更にて、システム営業推進部は営業企画部と統合、ＩＣＴ
活用視点での営業企画・支援をより強固に進める所存です。

本日はお世話になり、誠にありがとうございました。

鴻池運輸㈱ 営業統轄本部 システム営業推進部 寺田 猛史

〒105-0001 東京都港区虎ノ門３－１７－１ TOKYU REIT 虎ノ門ﾋﾞﾙ内

TEL：03-6834-1727／FAX：03-6834-1601 Mail：terada.t@jpb.konoike.net
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